
ロシアの昔話        

内田 莉莎子  編・訳  

タチヤーナ・マブリナ  画 （福音館書店） 

ある年寄りが、３人の息子に「毎晩、ひとり

ずつ墓にパンを持ってきてくれ」と言い残して

死にました。最初の晩、長男に代わって三男の

イワンが墓に行くと、夜中の１２時に地面が割

れて父親が起き上がりました。次の晩も次男に

代わりイワンが行きました。３日目の晩、墓に

行ったイワンに父親は三晩も来てくれたこと

に礼を言い、魔法の馬を呼ぶ轡（くつわ）をく

れました。ちょうどその頃、王様がお触れを出

しました。イワンは魔法の馬の耳にもぐりこみ

絵にも描けないような美しい若者になると、馬

に乗って王様の御殿に行き、うるわしうつくし

姫の出す難題に挑戦しました。(「魔法の馬」) 

広大な土地から生まれたスケールの大きな

昔話集。民族色豊かな美しい色彩のダイナミッ

クな挿絵が想像力をかき立てます。読んでもら

えば５歳くらいから楽しめます。   （西村）    

                          

 おかあさんだいすき 

マージョリー・フラック 文・絵 

光吉 夏弥 訳・編 （岩波書店） 

今日は、お母さんの誕生日です。ダニーは、

お祝いにあげるものを探しに出かかけまし

た。めんどりは卵、がちょうは羽根、ひつじ

は毛、やぎとめうしは乳、皆があげると言っ

てくれるのはお母さんの持っているもの 

ばかり。めうしは、森に住んでいるくまさん

に聞いてみたらと教えてくれました。ひとり

で森に入っていったダニーに、くまはそっと

耳うちしてくれました。さて、くまの教えて

くれたプレゼントとは…？（「おかあさんの

たんじょう日」） 

繰り返しの楽しいリズムとやわらかい 

色調の絵は、ストーリーのもつあたたかさを

十分に表しています。もう１編、手編みの帽

子を誰にも渡したくない男の子のおはなし

「おかあさんのあんでくれたぼうし」が入っ

ています。読んでもらえば３歳くらいから。 

（池田）                           
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月 
10・11 月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 
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広坂 

公民館 
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公民館 

11:00～11:20 
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ニュータウン 

公民館 
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このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。 

お知らせ 

「樹木観察会」を開きます。 

森林インストラクターの案内で

身近な木を観察しましょう。 

・講師：田中 義則 さん 

（森林インストラクター） 

・日時：10 月 14 日（日） 

10：00～12：00 

・場所：図書館周辺 

・対象：小学 4 年生以上（20 名） 

・申込：図書館窓口または電話で 
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庭
先
で
手
を
洗
お
う
と
蛇
口
に
手
を
伸
ば
し

た
と
き
、
蛇
口
の
す
ぐ
そ
ば
に
大
き
な
イ
モ
ム

シ
が
い
た
。
イ
モ
ム
シ
は
飛
ば
な
い
と
言
い
聞

か
せ
、
蛇
口
に
手
を
か
け
た
途
端
に
、
下
半
身

で
壁
に
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
、
上
半
身
を
大
き

く
反
ら
し
グ
ラ
グ
ラ
揺
れ
て
み
せ
る
。
慌
て
て

手
を
引
っ
込
め
た
。
数
時
間
後
、
イ
モ
ム
シ
は

蛇
口
か
ら
上
３０
㎝
、
横
に
５０
㎝
ほ
ど
の
と
こ

ろ
で
サ
ナ
ギ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。 

 

『
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
』
で
著

者
の
福
岡
さ
ん
が
、
な
に
か
の
蝶
の
幼
虫
を
育

て
る
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。
羽
化
を
楽
し
み
に
世

話
を
し
て
い
る
イ
モ
ム
シ
が
行
方
不
明
に
な

り
、
福
岡
さ
ん
が
家
中
を
必
死
で
探
す
様
子
が

お
か
し
い
。
そ
れ
ま
で
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
食
べ

て
ば
か
り
の
イ
モ
ム
シ
は
、
時
が
く
る
と
サ
ナ

ギ
に
な
る
の
に
適
し
た
場
所
を
見
つ
け
る
た
め

移
動
を
始
め
る
ら
し
い
。 

 

お
前
は
サ
ナ
ギ
に
な
る
の
に
い
い
場
所
を
探

し
て
い
た
の
か
、
福
岡
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
読

ん
だ
影
響
か
動
き
回
る
イ
モ
ム
シ
で
は
な
く
な

っ
た
か
ら
か
、
少
し
ば
か
り
お
お
ら
か
な
気
持

ち
に
な
る
。
５
㎝
は
あ
っ
た
体
が
半
分
に
縮
み
、

固
ま
り
始
め
る
と
棒
で
つ
つ
い
て
み
た
。
ぴ
く

っ
と
動
い
た
。
緑
の
サ
ナ
ギ
に
な
り
、
今
は
茶

色
に
な
っ
て
い
る
。
つ
つ
い
て
も
、
も
う
動
か

な
い
。
ど
ん
な
蝶
が
出
て
く
る
か
、
図
鑑
で
調

べ
た
い
気
も
す
る
が
、
必
然
的
に
イ
モ
ム
シ
の

姿
も
見
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
毎
日
の
観
察

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。          (

竹
内)

 

 
 

 

  

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

10月の開館日

24日から31日は、

特別整理のため休館

地 

下 

水 
『 ノ モ レ 』   国分 拓  著  

   新潮社  297 頁 2018 年 6 月刊 1,600 円 (請求記号) 382.6 
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２
０
１
０
年
、
ペ
ル
ー
・
ア
マ
ゾ
ン
の
奥
深
く
で
、
「
文
明
を
知

ら
な
い
謎
の
先
住
民
（
イ
ゾ
ラ
ド
）
」
が
突
如
姿
を
現
し
た
。
す
で

に
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
た
イ
ゾ
ラ
ド
の
出
現
を
、
現
地
の
人
々
は
驚

き
恐
れ
た
が
、
政
府
は
信
じ
な
か
っ
た
。
裸
で
弓
矢
を
持
ち
言
葉
も

通
じ
な
い
イ
ゾ
ラ
ド
は
村
人
を
襲
い
、
や
が
て
死
者
が
出
た
。
５
年

後
、
よ
う
や
く
政
府
は
調
査
を
開
始
し
、
イ
ゾ
ラ
ド
と
の
接
触
を
は

か
る
た
め
、
彼
ら
の
居
住
区
に
最
も
近
い
集
落
に
住
む
先
住
民
イ
ネ

族
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
、
ロ
メ
ウ
に
協
力
を
求
め
た
。
ロ
メ
ウ
た
ち
に

と
っ
て
彼
ら
の
出
現
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
。 

「
ノ
モ
レ
（
仲
間
）
に
会
い
た
い
。
ノ
モ
レ
を
探
し
て
く
れ
。」 

ロ
メ
ウ
の
村
に
語
り
継
が
れ
る
曾
祖
父
ら
の
残
し
た
言
葉
だ
。 

１
９
０
２
年
、
ア
マ
ゾ
ン
の
入
植
者
た
ち
に
ゴ
ム
農
園
で
奴
隷
に

さ
れ
た
曾
祖
父
た
ち
は
、
生
き
延
び
る
た
め
農
園
主
を
殺
し
二
手
に

分
か
れ
て
森
へ
逃
げ
た
。
曾
祖
父
ら
は
故
郷
へ
戻
っ
た
が
、
再
会
を

誓
っ
た
仲
間
た
ち
が
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
森
に
消
え
た
ノ
モ
レ

を
探
し
、
待
ち
続
け
て
い
た
子
孫
が
ロ
メ
ウ
た
ち
だ
っ
た
。 

２
０
１
５
年
７
月
、
政
府
の
監
視
拠
点
に
い
た
ロ
メ
ウ
た
ち
の
前

に
２
人
の
イ
ゾ
ラ
ド
が
現
れ
た
。
ロ
メ
ウ
が
「
ノ
モ
レ
！
」
と
何
度

も
叫
ぶ
と
彼
ら
は
言
葉
を
理
解
し
た
。
ロ
メ
ウ
は
彼
ら
の
好
き
な
バ

ナ
ナ
を
贈
り
、
交
流
が
始
ま
っ
た
。
彼
ら
は
バ
ナ
ナ
を
求
め
て
何
度

も
や
っ
て
来
た
。
徐
々
に
打
ち
解
け
、
彼
ら
は
９
人
家
族
で
、
一
家

の
長
の
名
は
「
ク
ッ
カ
」
だ
と
わ
か
っ
た
。
表
情
も
和
ら
ぎ
会
話
も

増
え
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
１２
月
の
あ
る
日
、
思
わ
ぬ
事
態
が
起

き
、
交
流
が
途
絶
え
、
彼
ら
は
再
び
森
に
消
え
た
。 

文
明
と
の
接
触
で
、
多
く
の
イ
ゾ
ラ
ド
部
族
が
病
原
菌
や
銃
で
絶

滅
し
た
。
そ
し
て
今
、
文
明
社
会
の
波
が
、
わ
ず
か
に
残
る
イ
ゾ
ラ

ド
を
飲
み
込
も
う
と
し
て
い
る
。
文
明
と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
あ
と
が
き
に
、
著
者
が
過
去
に
出
会
っ
た
、

あ
る
先
住
民
の
言
葉
を
書
い
て
い
る
。
「
明
日
の
約
束
は
で
き
な
い

が
、
今
と
百
年
後
の
約
束
な
ら
で
き
る
。
」
先
住
民
に
は
私
た
ち
と

は
違
っ
た
時
間
が
流
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
彼
ら
は
ず
っ
と
先
の
未
来

を
信
じ
、
今
を
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
ノ
モ
レ
と
の
再
会
を
信
じ
、

ロ
メ
ウ
は
待
ち
続
け
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
之
上
） 

 

＊カレンダーの×印は休館日      
＊   は館内整理日  

返却のみ受付 (10：00～17：00) 

＊開館時間は 10：00～18：00   

金曜日は 20：00 まで開館 

休館のお知らせ 

１０月 24日（水）         
   ～１０月 31日（水） 

特別館内整理のため休館します。 

※期間中は返却のみ受付けます。 

受付時間 10:00～17:00 

（10 月 30 日は除きます） 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

11月の開館日



 

 


